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（ア）事業全体の概要
日系食品展示会「2024 Japanese Food Expo in LA & NY」において、下記内容の通り「令和6年度
日本ふるさと名産食品展inロサンゼルス及びニューヨーク」を実施した。
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内 容共 通 項 目

令和6年度日本ふるさと名産食品展 in ロサンゼルス及びニューヨーク
2024 Japan Local Specialty Fair in LA & NY1. 催事の名称

一般財団法人 自治体国際化協会交流支援部経済交流課（CLAIR）2. 主催

2024 Japanese Food Expo（JFE）の開催会場内で本事業を実施する。
※農林水産省の「食品輸出支援プラットフォーム」の支援事業の一環として、日本食文化振興
協会（JFCA）主催により開催。全米を対象に行われる日本食フェア

3. 開催形態

米国カリフォルニア州特定非営利活動法人「日本食文化振興協会」
Japanese Food Culture Association (JFCA)4. 委託運営法人

Loews Hollywood Hotel（米国ロサンゼルス）
Sunrise Mart（米国ニューヨーク）
株式会社サセトレーディング（東京都）
HERO USA（米国ロサンゼルス、ニューヨーク）

5. 協力事業者
（再委託先事業者）

①出展事業者・現地代理人ならびに・もしくはマネキンによる試食試飲の提供を通した出展品
目の宣伝・実演販売
②一般来場者向けアンケート調査の実施

6. 実施内容

①事業の運営に必要な事務ならびに運営に係る業務全般
②募集説明会ならびに米国への食品輸出に関するセミナーの開催
③出展商品の輸出に向けた事前案内とサポート
④マネキン、機材・備品・什器類等の手配
⑤販売ツール（出展者サイン、単価カード、商品ページ、ポスター等）の制作と運用
⑥来場者向けアンケート（QRコード式）の制作と運用、集計
⑦食品展の開催・運営
⑧販売結果の集計と報告
⑨実施報告書の作成

7. 事務局業務内容

①専用WEBページ（ランディングページ）の制作と運用
②SNS（インスタグラム、Facebook）の運用8. 広報活動

ニューヨークロサンゼルス個 別 項 目

2024年11月 8日（金）～
11月10日（日）2024年11月2日（土）9. 開催期間

ジャパンビレッジ（サンライズマート）2階特設
催事スペース「The Loft」

Loews Hollywood Hotel
中2階Ballroom10. 開催場所

7自治体:岩手県、兵庫県、和歌山県、佐
賀県、宮崎県、鹿児島県、熊本市 ／
10事業者:＊内訳は後述

8自治体:岩手県、⾧野県、兵庫県、和歌
山県、佐賀県、鹿児島県、福岡市、熊本市
／
10事業者:＊内訳は後述

11. 申込自治体／
出展事業者数

総計43品目総計48品目12. 出展品目数

3日間の来場者総数:13,880名（会場入口
での実測数値＊）
①1日目:3,136名
②2日目:6,264名
③3日目:4,480名
＊各曜日、午後1時と午後3時の2回、一定時間の来場
者数を実測、平均値に開催時間を乗じて算出したもの

来場者総数:2,326名
（会場入場時の実測方式）
①業界関係者（第1部）:343名
②一般消費者（第2部）:806名
③一般消費者（第3部）:855名
④出展者／スタッフ :322名

13. 来場者数

3日間の総売上高／総売上点数:
US$25,281.27／3,008点

総売上高／総売上点数:
US$7,208.86／937点14. 販売結果

回収総数:546件（1出展者あたり平均
54.6件）＊詳細は後述

回収総数:94件（1出展者あたり平均9.4
件）＊詳細は後述15. アンケート回収数



内 容項 目

事業の推進にあたり、主催者ならびに出展事業者との連絡や調整等の業務に
ついて以下の体制によりこれらを行なった

1. 主催者ならびに
出展事業者との
連絡・調整等

事業の受託期間を通して、事業全体の管理・運営を行なうために以下の運営
管理責任者を配置し、本事業を推進した

担当者氏名:二見義之（ふたみよしゆき）
所属: 日本食文化振興協会

2. 運営管理責任
者の配置

食品展の開催期間中を通して、出展事業者とマネキンならびに来場者の意思
疎通を図り、業務内容の伝達や指示、来場者からの質問やクレーム等への対応
補助などの業務を行なった

担当者氏名:チャンミョンフン
所属: 日本食文化振興協会

3. 通訳者の配置

出展者募集説明会（２回開催）において、出展予定事業者に対する米国へ
の輸入規制や現地事情などのアドバイスを行うためにこれらの事情に精通する専
門家として以下の者がセミナーと質疑応答を行なった

担当者氏名:松隈 三厳（まつぐまみつよし)・竹内弘治（たけうちひろはる）
所属: 株式会社サセトレーディング ・ HERO USA, INC.

4. 輸出入事業者等
現地事情に精
通する者の配置

米国における流行性感冒等の感染状況は比較的穏やかに推移していたものの、
食品展開催期間中販売テーブルにおける来場者対応に際しては、現地渡航を
された出展事業者や販売スタッフなどに以下の対策への協力依頼の徹底により、
新型コロナ感染拡大等の防止に心掛けた

１）マスクの着用（任意／事務局にて予備を用意）
２）調理用使い捨てグローブの着用
３）サニタイザー・アルコール液等の積極的な利用
４）ヘアネット・スカーフ等の着用（任意）

上記１）～4）は運営事務局側にて調達、販売テーブル中央ならびに事務局
テーブルに設置した

5. 感染防止策の
実施
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運営事務局

手段・手法
（対応時間帯の目安）目的

ズーム・電話など
（平日午前8時～午後4時）

個別会議
・打合せ

Eメールまたは
LINEテキスト

（平日48時間以内の応答）
通常連絡

LINE電話または
携帯電話

（平日午前8時～午後4時）
至急連絡

自治体国際化協会
経済交流課

地方自治体
出展事業者

輸出者
輸入者
販売者

＊日本時間週末に受けたご連絡に対しては、原則として翌週の月曜日の応答・対応を心掛けた
＊LINE情報を関係者間にて交換し、積極的に活用させていただいた

（イ）運営事務局の体制



（ウ）輸出入手続き等準備事項
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１．実施体制

本食品展において出展・試食試飲の提供、テスト販売を予定される出展事業者様のうち 、 希望する事業
者については以下①～③の商品の適切かつタイムリーな米国への搬送（輸出入）業務を担保するために、こ
れらを専門的に取扱う事業会社を再委託先として選定し、各種業務を直接提供してもらうこととした。

①常温商品であっても重量があるもの
②常温商品であっても容積を必要とする（嵩張る）もの
③要冷蔵・要冷凍商品
＊アルコール類は会場（州、市）ごとに求められる要件が異なるため、個別のご案内とした

ア）輸出入事業者に関する提案
上記①～③の各商品の日本から米国への輸送（輸出入）業務について、受託者としては以下の専門事
業会社をそれぞれ再委託先として契約のうえ、一貫した事業者様へのサービスの提供と事業の円滑な実施に
向けたタイムリーな輸出入業務の推進・運営の管理を行った。
＊本事業における再委託先候補事業者

１）日本側:SASE TRADING Co., Ltd. 主な事業:食品輸出業
２）米国側:HERO USA, Inc. 主な事業:食品輸入業
３）米国側荷受人:JAPAN TASTE MARKETING INC. 主な事業:米国内での販売・卸業

イ）出展商品リストの作成
出展事業者の最終選定を基に各事業者の出展商品リストを受託者が作成し、CLAIR様ならびにア）の
再委託先各社へ共有した。

ウ）業務全体のスケジュールの設定
出展事業者各社の出展商品リストを基に必要となる項目を時系列に記載した業務全体のスケジュール表を
受託者が作成し、CLAIR様ならびに、ア）の再委託先各社へ共有した。

エ）開催地域への輸出許認可に関する手続き全般
出展事業者各社の出展商品リストを基に対象となる商品の輸出入に必要な許認可や書類等についてア）
の再委託先各社が取りまとめ、対象となる出展事業者各社と個別に連絡・調整等を行った。

オ）出展商品の梱包等、輸送に関する出展事業者との調整
出展事業者各社の出展商品リストを基に、対象となる出展商品の梱包や輸送等について、ア）の再委託先
各社が取りまとめ、対象となる出展事業者各社と個別に連絡・調整等を行った。

カ）出展商品の輸出、通関及び会場までの搬入
出展事業者各社の出展商品リストを基に、対象となる出展商品の輸出・通関・会場搬入等について、ア）
の再委託先各社が取りまとめ、対象となる出展事業者各社と個別に連絡・調整等を行った。

キ）再委託先事業者には再委託契約に含まれる個人情報、会社・商品情報に関する守秘義務条項の遵
守徹底を受託者が監督した。

ク）事前にCLAIR様との協議において決定した「本事業において主催者であるCLAIR様が選定したア）の輸
出事業者を利用する場合に、出展事業者が負担しなければならない輸出手続きの一部金¥25,000」に
ついては、上記ア）１）SASE TRADING Co., Ltd.が出展説明会の中でこれを案内し、
輸出手続きの過程において、同社が当該出展事業者に対し請求書を発行し、直接収受を行っ
た。



2．作業スケジュールの作成

事業の推進にあたり、受託者ならびに関係協力事業者（再委託先各社）にて作業のすり合わせを
行い、以下のスケジュールをクレア本部様へ提出のうえご了承をいただき事業をスタートした。
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内 容実施月
（令和6年）

事業の特定（ご契約）
オンラインによるキックオフミーティングの開催
全体スケジュールならびに手配内容等詳細の確認

4月 出展募集要項の確定、出展事業者の募集開始

Eメール・Zoom等に
よる応募検討者・
自治体等からの

質問・相談への対応

募集説明会の開催（計2回／オンライン開催）

応募書類の受付・審査・選考、出展事業者の確定5月

第1回オンラインオリエンテーションの開催

6月 米国への商品の搬送（輸出入）に関する

出展商品の
輸出入に関する
業務進捗の管理
ならびにフォローアップ

再委託先事業者による個別案内

米国への商品の搬送（輸出入の実務）
10月中旬までに完了7月

8月 Eメール・Zoom等に
よる出展事業者との
確認・調整

ならびにフォローアップ

第2回オリエンテーションの開催

備品・マネキン等手配、PRデータ類の集約9月

食品展の開催

11月
売上・アンケートの集計

報告書の作成・提出12月

＊特に過去年度において発生した輸出商品の遅配による本事業への影響を鑑み、今年度においては事
業スケジュールに合わせたタイムリーな商品輸送を念頭に、上記4月に開催した「募集説明会」や、同6月
に開催した「第1回オリエンテーション」等において輸出を担当する再委託先事業会社により出展事業者へ
の説明を繰り返し丁寧に実施したことで、出展事業者の協力を得ることが出来、予定通りの商品輸入・配
送が行われた



3．出展事業者の募集

１）募集説明会開催の案内・実施

募集説明会についてはZoomを活用したオンライン開催とし、下記の内容を事前に案内のうえ、
これを実施した。

＊Zoomの設定を含めてクレア本部様より参加希望者に向けて以下の案内を発信した。
（発信日:第1回:4月26日、第2回:5月17日）
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２）作成資料（抜粋）

受託者として募集説明会の参加者用に事業内容を説明する以下の投影資料2部を作成し、終了
後にクレア本部様より電子版（PDF）にて参加者へ配布した。



4．出展事業者向けオリエンテーション（オンライン開催）

出展事業者向けに米国の最新現地事情や輸出入の進捗確認、制作物、告知、備品等の諸手配
などについて説明を行なうオリエンテーションを、第1回:2024年7月2日ならびに第2回:2024年
9月11日の計2回、いずれもオンライン（Zoom）にて開催し、出展事業者各社の理解と協力を促
すことに努めた。
なお、 オリエンテーションでは、運営事務局スタッフと輸出入業者であるサセトレーディング、HERO
USAが参加し、それぞれ開催準備状況と輸出状況について説明した。

＜第１回オリエンテーション配布資料（抜粋）＞

（ロサンゼルス版） （ニューヨーク版） （輸出スケジュール）
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＜第２回オリエンテーション配布資料（抜粋）＞



5．商品の案内（兼、事前告知）

１）商品案内ページ（商品POP）の制作・開設

一般消費者へのリーチを持つJFCA公式ページ（https://japanfoodculture.org/promotional-
events/JLS2024/autumn）へ出展各社ごとに出品全商品（LA10社48品目・NY10社43品
目）を紹介する特設ページを制作、掲載した。
商品POPの作成に代えることにより、同時で行ったSNS広告と連動した情報発信・拡散による食品展
の事前告知と集客への相乗効果へ繋いだ。

＜トップ画面＞ ＜LA及びNYの出展者リスト＞

＜岩手県:ミナミ食品（ LA＆NY ）＞ ＜岩手県:回進堂（LA＆NY）＞
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＜⾧野県:井上寅雄農園（LA）＞ ＜兵庫県: 浪花昆布（LA＆NY）＞

＜佐賀県:三栄興産（LA＆NY）＞ ＜熊本市:熊本玄米研究所（LA＆NY）＞

＜熊本市:マルキン食品（LA）＞ ＜熊本市:小山製茶（NY）＞
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＜宮崎県:ミツイシ（NY）＞ ＜宮崎県:FLAP（NY）＞

＜鹿児島県:横福（NY）＞ ＜鹿児島県:海連（LA）＞
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２）JFEホームページでの商品紹介

食品展開催とともに行われるJapanese Food Expo(JFE)の全出展者の案内ページを制作した。

・ JFE-LA https://jfe.japanfoodculture.org/

・ JFE-NY https://jfe.japanfoodculture.org/ny/

＜JFE-LA特設 ページ＞ ＜JFE-NY特設ページ＞



6．制作物

１）出展者ヘッダーサイン（抜粋）

出展事業者各社ごとに販売テーブル上部に掲げるヘッダーサインを制作、設置いたしました。

＜鹿児島県:株式会社横福＞ ＜宮崎県:FLAP＞

＜熊本市:小山製茶＞ ＜宮崎県:ミツイシ＞
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＜実施例＞



２）商品（プライス）カード（抜粋）

出展事業者各社の販売テーブル上に掲出し、来場者への認知を促すものとして以下の商品カードに
ついて、販売を行うすべての商品分を制作、各社のテーブル上に設置いたしました。
売切れ（SOLD OUT）の場合に備え、それぞれの裏面をすべて「SOLD OUT」として両面印刷にて
制作いたしました。
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＜実施例＞
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３）事前告知用のポスターならびにチラシ

事前告知用として、JFE開催（食品展開催周知を兼ねて）を周知するための大型ポスターを制作し、
公式ウェブサイト及び会場周辺店頭などに掲示した。 具体的には、LAでは、入場チケット販売開始
からSNS及びオンラインチケットサイトにて掲載してPRした。 また、別途チラシを制作し、当日に会場
入口にて来場者へ配布した。 NYでは、開催4週間前からサンライズマートをはじめJapan Village
の外壁、各店舗にてポスターを掲示し事前告知した。

＜NYポスター＞

＜LAチラシ（表）＞ ＜LAチラシ（裏）＞



（エ）食品展の開催状況

１．開催場所
1）開催場所 Lowes Hollywood Hotel

1755 Highland Ave, Los Angeles, CA 90028
TEL: (323)856-1200

2）ロケーション

3）アクセス

4）特徴
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映画・エンターテインメント・メディアの発信地で世界的にも
有名なアカデミー賞ぼ授賞式が行われるショッピングセンター
の一角にあるハイクラスホテルの大宴会場（M2フロア）の
全体が会場である

周辺にはビバリーヒルズなどハイエンドなエリアが点在、質の
高いものを求める富裕層をはじめ、マーケットトレンドをリード
するミレニアルやZ世代などの若年層が集まるエリア

ショッピングセンター内には外務省がプロヂュースする「ジャパ
ン・ハウス（＊）」があり、一年を通して日本が世界に誇る
伝統文化やアート等のほか、日本の地方の魅力を発信し
ています
（＊）世界三都市（ロサンゼルス、ロンドン、サンパウロ）に所在

日本からの直行便が発着（＊）するロサンゼルス国際空
港からタクシー、UBER、レンタカーなどで約30～40分ほど
の移動距離
（＊）最新スケジュールは各位にてご確認ください

クルマ社会のロサンゼルスなので、3,000大以上が同時に
駐車可能なパーキングロットのほか、地下鉄の駅もあり、アク
セスの良さは抜群



2．食品展会場（催事スペース）

内訳／備考参加者数対象者時間帯

無料招待者
・メディア、インフルエンサー等を含む343名業界関係者11am~1pm第1部

有料入場券購入者
酒試飲有り@$80・酒なし@$60
小人@$30 等

806名一般消費者1pm~4pm第2部

855名一般消費者6pm~9pm第3部

出展者、運営スタッフ322名主催者7am~9pm全日

総計2,326名

3．(JFE全体)参加者数
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4．食品展会場と運営

１）JFE会場の中での食品展の運営・管理

①(全体)会場レイアウト

②フロアマップ（来場者用:会場案内図）

来場者に判り易いように会場内を品目やテーマごとにゾーニング、下記のイラストマップを作成し
入口にて来場者全員へ配布した
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食品展
出展者
ブース

クレア
ブース



２）会場の様子 【全体】
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３）会場の様子 【出展事業者中心】

＜食品展出展事業者「三栄興産」ブース＞ ＜食品展出展事業者「浪花昆布」ブース＞

＜食品展出展事業者「西福製茶」ブース＞ ＜食品展主催者クレアブース＞

＜出展者ブース全体様子＞ ＜隣のアイランドブースは全醤工連ブース＞
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（オ）アンケートの集計結果
１．全体来場者アンケート

食品展開催期間中、会場において来場者向けにアンケート調査を実施し、以下の結果を得ることが出
来た。尚、調査は各出展事業者ごとに当該テーブルにおいて提供した商品を試食・試飲した来場者を対
象とし、QRコードを利用したデジタル設問方式で行った。
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Q1 来場者の年齢層

有効回答数:全来場者1,661人(＊)中94人
＊B2B招待者／出展者／スタッフを除く

回答率:17.6%

Q2 性別

Q3 居住範囲
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Q4 イベント情報の入手手段

Q5 来年はこのようなイベントのお知らせが欲しいか
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Q1 イベントにご来場された際のご感想は?（良かった点）

Q2 イベントにご来場された際のご感想は?（課題点）

有効回答数:B2B招待者343人の中52人
回答率:15.1%

２．B2B招待者アンケート（LA会場のみ）



22

Q3 ご興味のある商品はあったか

Q4 今後各出展企業が商談会を開催した場合、参加したいか



23

Q5 追加にて、ご意見やご感想があれば、ご記入ください



（カ）食品展の開催状況

１．開催場所
1）店舗 JAPAN VILLAGE@Industry City

by サンライズマートグループ
934 3rd Avenue, Brooklyn, NY 11232 U.S.A.
TEL: (347)584-4579

2）ロケーション ロウワーマンハッタンからイーストリバーを渡ったブルックリン
区アッパーベイ沿いの再開発地域に4年前にオープンし
た複合型ショッピングビル群の一角

3）アクセス マンハッタンの中心部（タイムズスクエア）から地下鉄で
約20分、隣接するフリーウェイ478号線の出口からも約
1分とアクセスも良く、週末にはマンハッタンやクイーンズ、
ロングアイランドシティ、スタッテンアイランドなどから訪れる
買物客も多く、利便性の高さがポイント

4）特徴 1階に日本食スーパー（サンライズマート）、レストラン、
フードコート、日本酒専門店があり、2階の各種テナント
ならびに大型催事スペースを合わせて3万平方フィート
（約2千5百平米／393坪）の店舗面積を持つニュー
ヨーク州最大の日系ショッピング＆文化センター

5）マップ上の位置 日本からのゲートウェイとなるジョン・F・ケネディ国際空港とユナイテッド航
空のハブ空港であるニューアーク国際空港の中間に位置しており、いずれ
の空港からでもタクシーやウーバーなどで1時間以内の距離にある

ニューアーク（EWR）国際空港 ジョン・F・ケネディ（JFK）国際空港

JAPAN VILLAGE
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2．施設の概要

【外観】 壁面に大きな鯉が象徴的に描かれた
6階建ての大型ビルが目印
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内訳／備考来場者数区分日時

各曜日、午後1時と午後3時の2回、
一定時間の来場者数を実測、平均
値に開催時間を乗じて算出したもの

3,136名一般消費者12am~7pm11/8
（金）

6,264名一般消費者11pm~8pm11/9
（土）

4,480名一般消費者12pm~6pm11/10
(日)

総計13,880名

3．(JFE全体)参加者数

【店内（1階）】
日本食スーパーマーケット（サンライズマート）、
ラーメンや寿司、おにぎりなどがテイクアウトできる
フードコート、居酒屋レストラン「WAKUWAKU」、
日本酒専門店「蔵一」などがある



４．食品展会場と運営

１）JFE会場の中での食品展の運営・管理

①会場レイアウト

食品展の開催にあたり、出展事業者が確定した後、会場提供者であるジャパンビレッジのマネージメン
トチームと、テーブル配置、出展者配置、来場者の動線、保安対策、スタンプラリーの運営などについて
打ち合わせを行った。また、販売を希望する出展者には、事前に出展者側で手配した販売端末
機を貸し出し、各テーブルで支払い精算を完了する方式を採用した。

②会場施工ならびに什器類・電源等の設置

上記①に基づき、販売テーブル、テーブルクロス、ヘッダーサインプレートなどの他、出展事業者各社から
の申込に基づく試食・試飲販売用の機材、電源、備品類等について食品展開催前々日より施工・
設置を進め、同開催前日のミーティング後の出展事業者等によるテーブル装飾、商品陳列に向けて
諸般の準備を整えました。
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食品展出展者
ブース

クレア
ブース



２）会場の様子 【全体】
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３）会場の様子 【出展事業者中心】

＜食品展出展事業者「ミナミ食品」ブース＞ ＜食品展出展事業者「マルヤマ食品」ブース＞

＜食品展出展事業者「横福」ブース＞ ＜食品展主催者クレアブース＞

＜JETRO-NY水産物プロモーション＞ ＜ぶりとホタテの「寿司タコス」試食イベント＞
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（キ）アンケートの集計結果
１．全体来場者アンケート

食品展開催期間中、会場において来場者向けにアンケート調査を実施し、以下の結果を得ることが出
来た。尚、調査は各出展事業者ごとに当該テーブルにおいて提供した商品を試食・試飲した来場者を対
象とし、QRコードを利用したデジタル設問方式で行った。
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Q1 来場者の年齢層

Q2 性別

Q3 居住範囲

有効回答数:全来場者13,880人(＊)中546人
＊出展者／スタッフを除く

回答率:3.9%
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Q4 イベント情報の入手手段

Q5 来年はこのようなイベントのお知らせが欲しいか
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（ク）出展事業者アンケート（共通）
今年度の食品展について、開催終了後にクレア本部様より出展事業者各社へアンケート調査を実施
いただき、以下の通り全14社からの回答を取りまとめていただいた内容である。
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（ケ）食品展の結果を基づく出展事業者及び出展商品の開催地域での市場評
価

１．来場者からの評価

１）LA・NY共に地域の日系・アジア系スーパーマーケットの棚に並んでいない商品が多く、新鮮だった

２）出展事業者自らの丁寧な説明で、商品の特⾧や内容がよく理解でき、安心して購入できた

３）先に試食や試飲ができたので、それぞれの商品の味覚や食感がよく理解できた

４）米国内の小売店やECでまだ販売されていないものもあったのが残念だった

２．小売店、輸出・輸入事業者からの評価

１）輸出に必要な商品情報の提出期限を守らない事業者が数社あり、全体への影響が懸念された

２）輸出数量や商品情報に食い違いが多く、事前の準備や正確な情報の提供に努めてほしい

３）LA・NY共に自ら現地へ渡航した出展事業者が多かった点は非常に良かった

４）単品での販売のみならず、化粧箱入りの詰め合わせセットなど、ギフトを意識した商品構成をもっと
検討すべき

３．出展事業者からの評価

１）LAとNYの市場（顧客の嗜好）の違いや自社商品との相性などが実際に出展ブースで試食・試
飲・販売をしてみるまで理解が出来ず、戸惑う場面もあったが、次回に向けて前向きに検討したい

２）輸出・輸入のロジスティックスや、現地での備品・オプションの手配などに係るコストが高く、公的な
事業なので負担が軽くなるよう、補助を考えてほしい

３）LAのようにNYでもビジネス関係者との面談ができると有難いことや、NYのようにLAも来場者が
もっと購入するような場所を会場にしてほしい
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